
設計・見積書見直しコンサルティング

1工事会社ゃメーカから出さ柑こ設応見積叡窒見血べ：みませんか？ Il 

（建物新築時）

（増改築時）

（リフォーム時）

（マンションの大規模修象善時）

建簗工事や内装工事を工事会社やメーカーに依頼した場合、簡単な設計図や仕梯書と共に見租書が添付さ

れてくるのが一般的でしょう。

しかし、索人の皆様がその内容を見ても、設計や仕梯が妥当なのか、工事金額が安いのか高いのかなど分

/JIリようもIぷ＜、エ宰会社をは9員りる/JI、一云「もう少し安＜／ぶ衷い/JI」と云う<7）/JI筏17）山でIJ/J.いでしょう/JI。

工事会社のほうもそのような値引き交渉が出てきて当然だと、前もって予測をたてて見租書を作成していても

おかしくはないと考えられないでしょうか。とくに特命（菜者を指定して）依頼をした場合、他に比較するものがな

いため出てきた金額を信用して、もう一言値引き交渉するしかありません。もちろん入札や見栢合わせをして、

いくつかの菜者の見栢金額を比戟する事が出来ますが、同和l/J)苓lこなる！合計同等がなければ各．者の使

用材料が同じでなくなるため全体金額の大小で菜者決定する意味がなく、また索人では各菜者の見租書を比

較することは難しいと思います（安かろう悪かろうでは困リます）。

注文主である皆様が望んでAる事は、希望するもDを適正な価格で（もちろん安いにこした
ことはありませんが）きちんと工事をして弓lき渡してもう文ことではなAでしょ況凡

｀ 海外では注文主と菜者の間にゴノサルタントが入り、注文主の利益やリスクをコンサルするケースが増加しています。そ

れは第三者を介入させ建物のiilli値を高めて注文主の利益を追求するという手法でVE （パリューエンジアリング）と呼
ばれ、様々な分野で活用されてきております。旦体的には、設計図や仕様書及び見栢書を基lこ、発注者の要求をベース
にしたロジカルで第三者的td,1見点からの分析を行い、無駄の改菩・削除や代替提案・改菩のアイデアを提案するものです。

また発注者の立場に立ち見栢書の数量・単iilliのチェックをして適正iilli格で建簗藷負契約が結べるようアドパイスや交渉・
契約の立会い及ひ亮成問lこ契約通りの材料で仕上がっているかのチェ、必充お引き受けいたします。ハウスメーカーの建
物や1幾械註車設偏などのように仕様が明確なt,?)に対しては、他社との仕様比較やiilli格比較から皆様の希望に合致す
るメーカーを這定してiilli格交渉等のコンサルティングも行います。



コンサルティングの流れ

注文主が工事会社や

メーカーに

工事等の依頼をする

工事会社から
図面・仕様書と

1見積書等が提出される

設計図や見積書の
容に疑問を感じた.,

当社にご連絡下さい

査料をもと1こ

コンサル内容と

見積書を提出します

コンサル内容と菓務輯酬

にお納待いただけましたら

コンサル委託契約をt訳びます

丘 戸区三口 □五コロコロ
コ ン サル。 ティング菓務

ケース 1 ケース 2 ケース 3 ケース 4 ケース 5

i 会社

材料の仕様をなるべく安い ;JJめから見積り金 予定利益を超え 工事途中や最終
その他

もので見租もっておいて見 額を高くし、出栢値 た1直引き交渉lこ 段陪で追t.o工事

積金頷を下げるか、逆に 引を大きくして提出 は、目立たない として追加積求

必要以上に高iiiiな材料で するか、出栢値引 箇所で便用材料 して予定利益の

見租っておいて値引き交 きを低く抑え将来の を落として 帳尻を合わせる。

渉1こ偏える。 値引き交渉1こ偏え 工事を完成させ

建物用途やグレードに閲 る。 る。

わら、工事を容易にするた

め単純化した変化の少な

いブランニングにして見積

り金額下げる。

i 所

設計図•9士棋書をチェック 特命案者の見栢 工事契約内容と 工事契約内容に ・契約方法の

して無駄の改菩・削除や代 書のチェック及び 完成内容との合 対応した正当な 指挙

替提案や改吾のアイデア 入札の場合の各 致検査と改良の 追加かどうかチ

を提案します 菜者の見租書の 指示 ェック ・工事契約の

爵蜃
比較チェック 立ち会い

（発注者の要求に対して適 （適正なiil5格や数 （契約書通リの仕 （最終支llの追 ・設計及び工事

切な仕梯lこなっているかを 量で見積られてい 上材料が使用さ 加藷求内容をチ 内容のアドパ

チェック） るかチェック） れたかチェック） ェック） イス等

当初のエ奉見租り金額の チェック前とチェック 工事契約金額 追加藷求金額の

後の工事見積り金 により
1~4% 額の差額、 0.5~2.0% 4% 4万FV回～

コ （建物の規模・用途・内容によ または一番高い入
ン る） 札菜者と契約案者 （工事契約金額
サ の見積り金額の が1000万円以 （追加藷求金額 （内容によりお
ル メーカー比較il)場合は乎均 差覆切20% 下は1000万円 が500万円以下 見租りいたしま
フー 定iilli額の1~4% として計算） は500万円とし す）
イ (fiffi格・用途・内容による） 工事見租り金額 て計算）

悶汐
が1億円を越える

~1000万円：2.0~4. 0% 場合は10~20%
~2000万円：,.5~3. 0% 

三2000万円～：,.00~003万.0円%< << ： 

← 工事見租金額が1
以下は1000万円として計算
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